　　　　　　　　　　　　社会科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　　川瀬　　健一

　１．　日　　　時：　　１９９７年２月１０日（月）５校時

　２．　学年・組　：　　第１学年５組（男子２０名女子１８名　計３８名）

　３．　分野・単元：　　歴史分野　第５章　幕藩体制の成立と推移

　　　　　　　　　　　第１節　信長・秀吉の全国統一　第２節　江戸幕府の成立と進展

　　　　～副題～　信長・秀吉・家康は下剋上の世をどのような世にしようとしたのか？

　４．単元設定の理由：１４世紀から１７世紀にいたる「下剋上の世」の中で、支配階級

　　　　　　　　　　　は生き残るためにどのような社会体制をつくろうとしたのか。こ

　　　　　　　　　　　の問題を、日本を統一していった信長・秀吉・家康の諸勢力に対

　　　　　　　　　　　する政策の比較検討を通じて明らかにする。これは幕藩体制の

　　　　　　　　　　　史的性格を明らかにする作業でもある。

 幕藩体制… 将軍・幕府による一元的国家統合の体制

　　　　　　①大名武士の官僚化と全国的軍役体制の確立。

　　　　②強大な軍事力を背景にした宗教的権威の世俗権威への従属。

 　　　　　　③特権的商人との結合による貿易・商業の独占的展開。

　　　　　　④幕府藩村の統合力を通じた年貢収公体制の確立。



　５．単元の指導目標：①信長・秀吉・家康の政策を諸勢力に対する政策の総体としてと

　　　　　　　　　　　　らえて比較することにより、彼らが目指した社会体制のあり方

　　　　　　　　　　　　に気づかせる。

　　　　　　　　　　　②生徒一人一人が、自分の興味関心に基づいてテーマを選択し、

　　　　　　　　　　　　自分の力で調査研究ができるように援助する。

　６．単元の指導計画

　　　①時限目
 課題の設定と学習のねらいの説明。および作業分担の決定




　　　　　　　　◇調べるテーマ

　　　　　　　　　　　　①織田信長の統一事業と政策

　　　　　　　　　　　　②豊臣秀吉の統一事業と政策

　　　　　　　　　　　　③徳川家康・江戸幕府の統一事業と政策

　　　　　　　　◇調べるポイントと観点

 ①農民に対して


 農民は惣村をつくって自分たちの力で村を治め、一揆などの力

 で年貢を半減させたりする力を持っていた。この農民たちをど

 のように治めようとしたか？



 ②商工業者に対

 　して


 商工業者は町を自分たちで治める仕組みをつくり、税を半減し

 たりする一方で、国内・国外にわたる商業活動で巨大な富を築

 いてきた。この商工業者をどのように治めようとしたか？



 ③武士・大名に

 　対して


 農村に住んだ武士は農民の力を背景にして主人に反抗したり、

 他の大名について主人をせめたりもしていた。そして大名たち

 は互いに争いあい、領地のとりあいをしていた。この事が農民

 の反抗を防げない大きな理由でもあった。この武士大名をどの

 ように治めようとしたか？



 ④宗教に対して


 仏教寺院は広い領地を持ち、僧兵の強大な武力や信者の農民の

 力に頼って、大名とも戦える力をもっていた。また、あらたに

 外来のキリスト教も勢力をひろげつつあった。このような宗教

 勢力をどうように治めようとしたか？



 ⑤公家・天皇に

 　対して


 衰えたとはいえ、公家・天皇は領地を持ち、関所や座・市など

 で商人を支配していた。そして将軍や大名・寺社の位を授ける

 権威をもち、大名といえども無視することはできない。この公

 家・天皇をどのように治めようとしたのか？



 ⑥外国に対して


 この時代、外国貿易はとても盛んで、多くの外国商人が来航し

 商人や大名はこの貿易で大きな利益をあげていた。この外国と

 の関係の問題についてどのように治めようとしたか？



　　　　※①～③のテーマに各々２班を決め、それぞれが①～⑥のポイントについて班で

　　　　　調べてまとめる。

　　　②～⑧時限目
 調査活動






各ポイントにそって調べ、資料にまとめ、発表用のＴＰ


や写真資料を用意する。

　　　⑨時限目 
 発表準備






２班のうち１班を発表係、１班を質問係とし、それぞれ


発表・質問の準備をする。

　　　⑩時限目 
発表と質疑
〔本時〕






　　　⑪時限目 
まとめの討論






資料とまとめのプリントに基づき、信長・秀吉・家康が

めざしたものは何かを討論する

　７．本時の指導目標：①信長・秀吉・家康それぞれの政策をわかりやすく説明させる。

　　　　　　　　　　　②発表を聞き、政策の内容や目的の明確な所について質問させ

　　　　　　　　　　　　理解を深めさせる。

　　　　　　　　　　　③それぞれの政策を「まとめプリント」に要点をまとめさせ、

　　　　　　　　　　　　相互に比較させ、目指していたことを考えさせる。

　８．　本時の展開計画

 　学習の流れ


学習内容と生徒の活動


 　　教師の援助



 導入：

 　〔課題の設定〕


 「まとめプリント」をもとに何に

 注意して発表を聞くかを確認する


 ○課題の簡潔な説明

 ○「まとめプリント」に

 　要点を記入することを

 　指示



 各班の発表と質疑


 ・各班の発表を聞く

 ・発表の要点をまとめる。

 ・発表でわからない所については

 　質問をしてたしかめる。


 ○各政策の目的が正確に

 　つかめているか注意

 （補足質問も必要）




 まとめ


 ・まとめプリントに要点を記入し

何を目指しているかを考える　 

 ○発表の不十分な所は

 　補足する

 ○次の時間までに考えて

 　おく事を指示



　　　　　　※信長―秀吉―家康の順で発表。質疑の状況により、家康の分は






　　　　　　　次の時間にまわす。

　９．本時の評価：　　①それぞれの政策の内容と目的をわかりやすく発表できたか。

　　　　　　　　　　　②それぞれの政策の目的を意識しながら発表を聞き、プリント

　　　　　　　　　　　　にまとめられたか。

　10. 単元のまとめ：　①まとめの授業

　　　　　　　　　　　　　　「まとめプリント」に基づいて、信長・秀吉・家康の政策

　　　　　　　　　　　　　　　の目的について確認し、彼らが何を目指していたのかに

　　　　　　　　　　　　　　　ついて討論する。

　　　　　　　　　　　②レポート

　　　　　　　　　　　　　　各個人が、資料とまとめの討論に基づいて以下の内容で

　　　　　　　　　　　　　　レポートにまとめ、後日提出する。

 ①自分で（もしくは自分の班で）調べたことのまとめ

 ②信長・秀吉・家康はどのような世の中をつくろうとして

 　いたかについての自分の考え

 ③この学習をしての感想や反省



